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1. 平成 19 年度 ( 2007 年度) 航海報告 ( Report of the Cruise in 2007 Fiscal Year ) 
1.1 概要 ( General Account ) 
東京湾及び相模湾の海況、水温、栄養塩、クロロフィル濃度等の季節変化及び経年変化を明ら
かにするため、年間を通して東京湾及び相模湾の定点観測の調査航海を行っている。東京湾定点
観測にはおおよそ2日を必要とし、相模湾観測にはおおよそ2〜3日を必要とするため、通常調査航
海は5日から1週間かけて行われる。また、東京湾内での観測は日没以降行うことができないため、
夜間は三崎港や横須賀新港に繋船する。相模湾観測では、主に三崎港、伊東港及び熱海港を拠点
として観測が行われる。主に使用される観測機器は、CTD 及び RMS 採水器、バンドーン型採
水器、NORPAC ネット、IONESS ネット、ORI ネット、TurboMAP 等である。 
平成19年度海洋環境学実習Ⅲは、東京海洋大学海洋環境学科4年次生が乗船し、平成19年5月7
日から6月1日までに5日間の航海を4回行なった。また、各航海には担当教員が乗船し、調査、学
生指導を行なった。それぞれの航海の分野は、資源測定系、生物浮遊系、物理情報系及び化学海
洋系で、実習生は船舶を用いた海洋の調査・研究を実際に行ない、各観測機器や分析に習熟する
ための実習をおこなった。 
平成19年度海洋環境学実習Ⅰは、東京海洋大学海洋環境学科2年次生が乗船し、平成19年7月18
日から9月1日までに5日間の航海を5回行なった。実習では、海洋の観測技術の習得とともに、船
内生活・作業に必要な知識を体得し、実際に海に触れることで海への理解を深めることを目的と
している。また、それぞれの航海に担当教員 が乗船し実習生の指導を行なった。 
例年２月、３月に、海技士免許講習として乗船漁業実習Ⅰが3〜4回行なわれているが、19年度
は 平成２０年2月19日から3月16日まで4 航海実施され、4航海目には海洋調査のために、学内か
ら調査員が便乗し、東京湾、相模湾の定点観測が行なわれた。 
 
1.2 青鷹丸要目表 ( Particulars ) 
Name of ship : Seiyo-maru         Kind : Training Ship, Motor Ship 
Owner : Tokyo University of Marine Science and Technology,  
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